
別記図面２
（平成２４年９月１日現在）

区別 在来道路の種類

９
号
工

タイル舗装工
施工厚　２５ｃｍ

歩道

例：蔵本通り
　　 美術館通り

（注）ガソリンスタンド等はコ
ンクリートT=２０ｃｍ

呉市が管理する道路の路面復旧における舗装構成図

歩道 一般歩道

歩道

例：望地１号線

※車両乗り入れ部について
は別途協議

７
号
工

透水性舗装工
施工厚　１８ｃｍ

８
号
工

適用基準

車道

大型車交通量：Ｎ６
（１０００～３０００台）

例：今西通り

歩道 例：高地部循環線

歩道

例：今西通り
　　 センター通り

（注）ブロック厚は現況のと
おりとする。

１
号
工

アスファルト舗装工
施工厚　４３ｃｍ

工種及び舗装工

ｲﾝﾀｰ(ﾚﾝｶﾞ)ﾌﾞﾛｯｸ舗装工
施工厚　１９（２１）ｃｍ

舗　装　構　成

５
号
工

アスファルト舗装工
施工厚　１３ｃｍ

２
号
工

３
号
工

車道

大型車交通量：Ｎ５
（２５０～１０００台）

例：センター通り
　　 蔵本通り
　　 阿賀中央西畑線
　　 （旧国道１８５号）

車道

大型車交通量：Ｎ４
（１００～２５０台）

例：焼山環状線
　　 高地部循環線

車道

大型車交通量：Ｎ１，Ｎ２，Ｎ
３
（～１００台）

車両交通のある一般道路
※ガソリンスタンド等への乗
り入れ部

４
号
工

アスファルト舗装工
施工厚　２５ｃｍ

アスファルト舗装工
施工厚　３５ｃｍ

アスファルト舗装工
施工厚　３５ｃｍ

６
号
工

コンクリート平板舗装工
施工厚　２９ｃｍ

(単位：ｃｍ)
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適用基準
工種及び舗装工 舗　装　構　成

(単位：ｃｍ)

　　　　例：阿賀中央町田線

　　　　例：阿賀中央西畑線（旧国道１８５号）

（注４）アスファルト舗装（車道）において，特に大型車交通量が多い場合，合材の仕様は耐流動性に優れた改質（Ⅱ）とすること。

（注５）合材の仕様については，別途協議を有する場合がある。

（注６）１４号工での復旧において，路床の状態が不良の場合は，別途協議すること。

（注３）アスファルト舗装（車道）において，縦断勾配が９％以上の場合，合材の仕様はすべり抵抗性に優れた改質（Ⅰ）とすること。

車道 例：広商店街

車道

幅員３．０ｍ未満の自動車
交通量が少ない生活道路
（設計CBR12）

※駐車場，店舗等への乗り
入れ部

（注２）合材及び路盤材は，原則再生材を使用すること。

（注８）舗装構成等に疑義がある場合は，別途協議すること。

（注７）歩道の乗り入れ部において，頻繁に大型車や特殊車両などが乗り入れる場合は，別途協議すること。

アスファルト舗装工
施工厚　１８ｃｍ

車道
※一般宅地への乗り入れ
部

１３
号
工

インターブロック舗装工
施工厚　３１ｃｍ

１４
号
工

アスファルト舗装工
施工厚　１５ｃｍ

（注１）ここでいう幅員とは，側溝に蓋掛けをしている場合は側溝幅も含めた全幅員のことをいう。

１５
号
工

歩道

例：高地部循環線

（注）復旧する場合は１２号
工で施工

車道

一般車道

※車両の乗り入れ部

（注）現況６号工の箇所を復
旧する場合は目地を入れる
こと。

歩道

一般歩道

（注）幅員２．０未満の自動
車交通量が少ない生活道
路は歩道とみなす。

１１
号
工

コンクリート舗装工
施工厚　３０ｃｍ

１２
号
工

コンクリート舗装工
施工厚　２０ｃｍ

１０
号
工

ポリシール舗装工
施工厚　１１ｃｍ


